
 この研究へのお問い合わせは愛媛大学社会連携推進機構吉田則彦教授 (089-927-8581)まで 

愛媛県の宇和海は日本でも有数の養殖が盛んな地域

で、毎年、大量のタイやハマチが生産されています。 

しかし最近、「少品種大量生産」の弊害が指摘されるよ

うになってきました。魚価低迷や魚病による大量死リス

クです。一方、需要が高いマグロ資源は減少の一途を

辿っています。ここで、競争力の高い養殖新魚種を導

入できれば、愛媛県の養殖業界の起爆剤となると考え

ました。 

「マグロ類の完全養殖を目指した基盤研究」の成果 
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本研究の研究開発ロードマップ 

「スマ」は、カツオほどの大きさの小型マグロ類です。東南ア

ジア周辺海域を中心に分布する南方系魚種で、愛媛の太

平洋岸が生息域の北限です。脂ののりがよく、養殖スマは

クロマグロのトロに似た味わいです。美味しいけれども全く

未知の魚「スマ」。この魚の「飼育技術」と「卵を産ませる（種

苗生産）技術」を開発し、養殖技術を確立することが本研究

のねらいです。 

研究の背景 スマという魚 

１年目 ２年目 ３年目 ４年目 ５年目 

事業化 
（既存企業への 
技術移転等） 

クロマグロ養殖への 
フィードバック 

成熟・産卵の 
人為制御技術確立 

成熟・産卵機構の 
基礎研究 

親魚養成技術確立 

海面養殖技術 
早期種苗生産技術 

スマの飼育技術開発 

スマのお造り 

中トロに似た脂ののった濃厚な味わい。 

マグロよりも筋がきめ細かく滑らかな舌触り。 

まさに高級魚の味！ 

愛媛の水産業を取り巻く状況 
クロマグロ資源量の減少 養殖基地ゆえの問題 

・苛烈な産地間競争 

・魚病リスク 

・魚価低迷 

少品種大量生産による 

高まるマグロ人気 

ミツカンアンケート 

「寿司ネタランキング」より（N=470） 

マグロに代わる 

新たな養殖魚が 

求められていた 

研究開始時に設定したロードマップです。ウナギやマ

グロでは数十年の研究の末にようやく完全養殖が実

現したことを思えば、未知の魚「スマ」の養殖技術開発

を５年で行おうという冒険的な計画でした。 

完全養殖 

スマ養殖実現のための核心技術 

春 夏 秋 冬 春 夏 秋 冬 出荷時 

産卵 

産卵 

高成長期 高成長期 

早期人工種苗 

人工種苗 

天然種苗 
3kg 

2kg 

4kg 

当歳魚 1歳魚 

当歳魚で 
2kg OVER！ 

早期人工種苗生産技術 

産卵 

どんな研究にも「ターニングポイント」があります。スマ養

殖の実現のためには、「早期人工種苗生産技術」の開発

が重要でした。これが実現すれば、スマを短期間で大きく

育て出荷することが可能になります。 
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養殖設備の設置 

天然種苗の入手 
養殖用親魚養成 

人工種苗生産試験 

愛南２業者による 
試験養殖開始 

販売流通戦略 

完全養殖達成 
出荷開始 

南予の養殖環境下における 
成長と成熟特性の把握 

生殖腺の発達過程の観察 

環境制御・成熟誘導による 
早期種苗生産実現 

初期胚発生過程の観察 
胚操作技術開発 

借腹生産技術開発 

イノベ研究 
START 

2016年：早期種苗11000尾生産実現 

愛媛のスマブランド確立 

研究を通して、愛媛県水産研究センター、愛南町や愛

媛県の関係部署、愛南漁協、愛媛大学の各研究室、水

産総合研究センター、養殖企業などと緊密な連携体制

を構築することができました。この連携体制が本プロ

ジェクトの最も大きな成果です。連携研究の結果、計画

した全ての課題を２年前倒しで進めることができました。

2015年、2016年に生産したスマ早期種苗の多くは愛媛

のブランド「伊予の媛貴海」として出荷されています！ 

本研究で達成したこと 

１．親魚養成技術を確立しました。 

２．成熟産卵の人為制御技術を確立しました。 

３．早期人工種苗生産技術を確立しました。 

４．１〜３実現のための基礎研究データを蓄積しました。 

５．愛媛の研究連携体制を構築しました。 

６．ブランドスマ「伊予の媛貴海」の販売にこぎつけました。 

早期種苗の驚異的な成長速度 

そして今、「スマ養殖」が全国的に注目されている 

話題のキーワード以外は表示すらされない 

Googleトレンドによる 
  「養殖スマ」検索ボリュームの推移 

養殖スマ 

・中村知事も絶賛！！ 
  国内､海外へ積極的に「スマ（媛貴海）」をアピール 
 
・毎日放送「池上彰のどーなる？ジャーナル」2015.1.3 
・日本テレビ「嵐にしやがれ」2016.5.28 
・日本テレビ「満点★青空レストラン」2016.9.17 
・日本テレビ「シューイチ」2016.12.11 

ほか、ニュース報道、雑誌紹介、多数！  
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